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研究内容

多様な藻類・原⽣⽣物の培養株を維持管理

・藻類・原⽣⽣物・有⽤物質⽣産・スクリーニング・凍結保存技術

•種数・株数ともに、世界最⼤規模の藻類・原⽣⽣物の系統保存施設
•多様な系統群の分離培養・保存・同定等の技術を保有
•さまざまな研究・開発内容に適した培養株の提案、提供が可能

•国⽴環境研究所微⽣物系統保存施設では、3,000株以上の藻類・原⽣⽣物の保存・提供を⾏って
いる（https://mcc.nies.go.jp/）
•これらは形態・⽣理・⽣態・遺伝的に⼤きな多様性があるが、約4割のリソースは未活⽤

多様な藻類の培養、保存、有効利⽤
多様な藻類及び原⽣⽣物の分離、培養、保存〜有効利⽤のためのスクリーニング

国⽴環境研究所連携推進部研究連携・⽀援室
〒305-8506
茨城県つくば市⼩野川１６−２
TEL:029-850-2472 FAX:029-850-2716
MAIL: renkei_r1@nies.go.jp

（様式２）

国⽴環境研究所 ⽣物多様性領域
⽣物資源保全研究推進室
河地正伸室⻑
http://www.nies.go.jp/researchers/100148.html

n未利⽤リソースをさまざまな研究に利⽤可能
- 環境評価・改善技術の開発
- 有⽤⽣産物の利⽤
- 医薬品の新規探索や⽣産基盤としての利⽤

環境中の有⽤藻類の効率的スクリーニング
• 有⽤種は環境中で希少なことが多く、株収集・スク
リーニングは困難

• メタゲノム解析や種特異的PCRを⽤いて、野外サン
プル中の有⽤種の存在や多様性を事前確認

• フローサイトメトリーや種特異的な培地・培養法で
選抜することでピンポイントでターゲット株を確⽴

• プレートアッセイ、有⽤物質関連遺伝⼦の発現情報
などを⽤いて⾏う効率的な評価⼿法を提案

1. 野外サンプル中から種特異
的PCR等で存在を特定

2. ターゲットの選抜培養
3. ピンポイントで培養株確立
4. 遺伝子発現解析等で効率的
に培養株を評価

培養株

n分離培養、スクリーニング技術
-フローサイトメトリなどによる増殖能、オイル
産⽣能に優れた細胞の分取、スクリーニング

n 有⽤脂肪酸株
n オイル⾼産⽣株
n 難分解性多糖類産⽣株
n タンパク質⾼含有株など

藻類研究に必要な分離・培養・保存
の知識や経験、設備が充実

国⽴環境研究所 ⽣物多様性領域 河地正伸室⻑・⼭⼝晴代主任研究員

野外サンプル

n その他
- 種同定、無菌化、凍結保存、FlowCAM、電⼦顕微鏡観察、
DNAバーコーディング、ゲノム解析、HPLC分析、⼤量培養等

https://mcc.nies.go.jp/index.html

